
視覚に障害のある理学療法士の職場における勤務状況の実態と課題（第３報）
－職場における人間関係の実態一
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要旨：視覚障害を持つ理学療法士の職場における勤務状況の実態の中で，治療器具や評価器具の使用状況に

ついてはテクノレポート１で，また，職場における事務処理の実態についてはテクノレポート２で報告したが，

今回は病院，施設等での人間関係の実態について，その現状と問題点を探った。

リハビリテーション医療はチーム医療であるといわれ，お互いの人間関係を大事にする職場である。視覚障

害のある理学療法士が同僚や上司との人間関係を密接にし，視覚障害のハンディキャプを補っている現状が明

かになった。

キーワード：視覚障害，理学療法士，人間関係

みたい。

３．１同僚との人間関係

理学療法部門におけるよい人間関係とはどのような環

境なのであろうか。それは各スタッフがそれぞれの仕事

の責任を担い，理学療法業務が円滑に進められるような

人間関係を保つことであろう。それには，仕事を進める

上でいつでも仕事上の問題を相談できるような同僚がい

ることであり，また，仕事を離れた面でも趣味やサーク

ル活動を通してお互いの人間性を高めるような仲間が存

在することであろう。このような人間関係について，①

仕事上の相談相手の状況，②仕事を離れた面での仲間の

状況等について調査した。

３．１．１仕事上の相談相手

まず，仕事上の相談ができる同僚の有無をみると，ＦＩＧ

１．に示す通りである。卒業者の８割５分，健常者の９

割の者は相談できる同僚がいると回答しており，両者の

間には大きな差は認められない。

次に，同僚と相談する内容についてみると，ＦＩＧ２．

に示す通りである。卒業者も健常者も共に，「理学療法

業務の進め方」「研究や研修の進め方」「同僚との人間関

係」「患者との人間関係」の順に相談内容の多いものか

ら並び，両者の間ではほぼ同様の傾向を示している。ま

た，卒業者の２割の者は視覚障害を補うための援助に関

する相談を同僚にしており，視覚障害がゆえの特徴を示

している。

なお，ＦＩＧ１．において，卒業者の１割５分（１７名）

の者は仕事上の相談できる同僚がいないと回答している

が，その理由について質問した結果を整理したものが，

FIG３．である。この結果から，視覚障害に理解を示す

同僚がいないからという理由で相談相手がいない者は皆

１．はじめに

視覚障害のある理学療法士の職場における勤務状況の

実態の中で，理学療法業務について視覚障害が影響を与

える可能性の高い評価器具や治療器具の使用状況につい

てはテクノレポート１で報告し，また，職場における事

務処理の状況についてはテクノレポート２で報告したが，

本稿では職場における人間関係の実態について報告する。

２．鯛査方法

視覚障害のある理学療法士として筑波大学附属盲学校

高等部専攻科理学療法科卒業生（以下卒業者という）1

６８名を対象とし，また，その比較対象として健常者の

理学療法士（以下健常者という）５０名に多肢選択法に

よるアンケート調査を行った。

調査内容は①個人情報②職場の状況③理学療法業

務④事務処理⑤職場の人間関係⑥研究活動の６項目

にいて調査した。

調査時期は平成２年７月から８月の２ヶ月間であった。

調査用紙の回収状況は卒業者が１１２名（６６，７％)，

健常者が３９名（７８，０％）であった。

３．調査結果と考察

以下調査結果の中で人間関係の実態について報告する。

視覚障害がある者は人間関係において消極的になり，

仲間作りが下手であるといわれるが，人間関係を大事に

する医療現場において，卒業者はこれらの人間関係をど

のように作っているのであろうか。ここでは理学療法部

門における同僚との人間関係，上司との人間関係，よい

人間関係を作る条件について，現状の分析を通して抱え

ている問題の所在を探り，その解決の方向性を検討して
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ることから卒業後の再教育の機会がますます要求されて

くるものと考えれる。

３．１．２仕事以外での仲間関係

まず，職場において仕事を離れた面で親しく付き合っ

ている仲間がいるかどうかについて検討してみたい。ＦＩＧ

６はその点に対する質問の回答結果である。卒業者の７

割強，健常者の８割強の者が職場において，仕事を離れ

た面で親しく付き合っている仲間がいると回答している。

また，職場において，仕事を離れた面で親しく付き合っ

ている仲間がいないという回答に，卒業者は約３割，健

常者は２割弱の者がいる。このように卒業者にかなり高

無であることから，相談相手の有無は視覚障害と直接の

関係はないといえる。

一方理学療法部門のスタッフ数と相談できる同僚の有

無との関連をみると，ＦＩＧ４．に示す通りである。この

結果から，理学療法士の少ない職場において，相談でき

る同僚のいない者が多い傾向を示している。理学療法士

が１人の職場においては，理学療法業務を進める上で，

多くの悩みを抱えているものと思われる。こうした職場

に相談できる同僚のいない者が，どのように問題解決の

対応をしているかを質問し，回答結果を整理したものが

FIG５．である。この結果から，他の職場の仲間に相談

する者が圧倒的に多いことが分かるが，上司や恩師に相

談する者もいる。これから考えると，学校教育の場では

就職指導に当たって，新任理学療法士を指導できる理学

療法士が存在する職場への就職指導を進めることが望ま

しく，実際にそのような方向性で行っている。しかしな

がら，理学療法士１人職場へ就職する機会もあり，それ

らの指導としては，卒業後のフォローアップや研修等を

通しての学術的な指導が必要になっているものと思われ

る。これからの社会のニーズとしては地域の老人施設・

デイーケアーセンターのような小規模施設や医療法人の

病院等において理学療法士１人職場の増加傾向がみられ
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Ｆｉｇｌ仕事の上の相談ができる同僚の有無
理学療法のスタッフ数と相談できる同僚の有無

との関係
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Ｄ
Ｂ
調

学生時代の恩Bili

相談する人がいない

職場に相談相手がいないもののみ回答

Ｆｉｇ５同僚以外の相談ﾈ目手Fig2同僚と相談する内容
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きて，仕事を離れた面で親しく付き合っている仲間関

係はどのような内容であろうか。ＦＩＧ９．に示すように，

卒業者も健常者も「趣味の合う仲間」「飲み友達」とい

う回答が多く，仲間との付き合いの内容面においても，

卒業者と健常者とは差はなかった。

３．２上司との人間関係

理学療法部門での「上司」には，医療面での医師と理

学療法士の関係，理学療法の直属上司の関係がある。医

師との関係では，指示を受けながら理学療法に関する治

療を進めていくことになり，お互いの信頼関係を基にし

て業務が遂行される関係である。また，直属上司との関

係では，理学療法の各分担を任きれたり，数名でチーム

を組んで業務を遂行する場合，上司を軸としてのチーム

ワークが最も大切となる。上司に信頼ざれ仕事をするこ

とは，自分自身の存在価値が認められることでもあり，

仕事を進める上での大きな励みとなるものである。理学

療法業務を円滑に遂行するためには，上司との人間関係

が重要な要素の一つであるといえる。

このような上司との人間関係がうまくいっているかど

うかという質問に対する回答結果は，ＦＩＧ１０．に示す

通りである。卒業者の８割弱の者が上司との人間関係に

おいて，うまくいっていると感じている。また，健常者

卒業者７「名

健常者Ｚ？名
路

０１２２０３０４０５０６８７Ｂ

い比率が現れているが，これは視覚障害ゆえというより

も，理学療法部門のスタッフが少ない職場に勤務する者

の比率が健常者に比べて卒業者のほうがＦＩＧ７に示すよ

うにかなり高率であるためであろう。

次に，職場において仕事を離れた面で親しく付き合っ

ている仲間がいないと回答した者は，職場以外で親しく

付き合っている仲間がいるのであろうか。ＦＩＧ８．は，

この点に対する質問の回答結果である。職場にも，職場

以外にも親しく付き合っている仲間がまったくいない者

は卒業者にも，健常者にも若干いるものの，むしろ健常

者の比率が高くなっている。

路
1０００２０４，６０８２

屋睾3数人
塵麺１～２人

蝿いない

■■■■■l■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■l■■■

■■■■|■■■l■■ﾛ■|■■■l■■l■■■l■■■■■■l■■■■■■■■■■

ﾛ■■■■■■l■■■l■■■■■■■■■■■|■■I■■■U■l■■|■■■■■

■■■■■■l■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

､I■■■Ⅱ■|■■l■■|■■■■ﾛ■■■■|■■■I■|■■■■|■■■■I■■l■■■

■■■■■■|■■■■l■■ﾛ■■■■－－■■■|■■■■■■■■■■■■

署ﾆﾆｰﾆ37.5国＝＝＝
■■■■|■■■■■■－－~---￣■■■■■■■

■l■■|■■|■■■■l■■■■■■■■|■■■■|■■■■■■■■■■■l■I■

■■■■|■■|■■■■■■■■l■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■|■■■■■■|■■|■■U■■|■■■■■■■■■■■■■■■■

■■I■■■■■■|■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■|■■■■■■

ﾛ■■■■■■■■■■■l■■■■l■■|■■■■I■■■■■■■■■■■■■■

卒業者

(''2,Z）

健常者

(ﾗﾇzり

Fig6仕事を離れて職場で親しく付き合っている仲間
の有無

寛

人
０
０
２
上

１
－
以

一
人
人

八

八
人
１
１

１
２
１
２

魎
鰯
醗
鰯:：ｉ蕊H鑿！； 蝿卒業者

塵璽健常者

瀦
雰

趣味仲間

サークルの仲間

飲み仲間

家族ぐるみの付き合い

その他

』

□

■■■■■■■

■■■■■■■■ﾆニー

職場に仕事を離れた仲間がいるもののみ回答

Fig9仕事を離れてた付き合いの内容

Ｆｉｇ７職場におけるＰＴスタッフ数の状況

卒業者

０６ｉ２１８２４３/(鰹常脅

名
名

Ｉ
ｑ
Ｉ

３

麗圏卒業者

騒麹健常者
聡

102ﾛ 5８

醒圏うまくいっている

厩翻うまくいかない

鰯鰯その他

ｐ■■■■

■■￣■

いる

卒業者

(1)軍）

いない

健常者

ＣＤ且）
職場に親しくつき合っている仲間がいない者のみ回答

Fig8仕事を離れて職場以外で親しくつき合っている
仲間 FiglO上司と人間関係
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％

０

屡墨；うまくいっている

匿麺うまくいっていない

騒鬮その他
､４

鰯趣味をもつ
□仕事､ﾊﾀﾄの付き合い
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Figl3よい人間関係を保つ条件Figll上司との人間関係と視力との関係

卒業者８６名

健常者ユ7名
蕗

０１０２２３０４０５，６，７０８Ｂ９２１００
以上，同僚や上司との職場における人間関係において

アンケート調査結果を分析してきたが，最後に職業人

としての彼らは，職場におけるよい人間関係を保つため

に，どのようなことが大切であると考えているかについ

て質問し，その回答結果はFIG１３．に示す通りである。

条件として適当なものを複数回答してもらい，卒業者，

健常者について各項目ごとのパーセントで表した。これ

によると，卒業者，健常者共に，「分担した仕事をきち

んとすること｣，「チームワークを大切にすること｣，「協

調』性があること｣，「欠勤や遅刻をしないこと｣，「笑顔で

挨拶すること」を５割以上の者があげている。このよう

に，よい人間関係を保つ条件して，ここにあげた項目は，

いずれも視覚障害があるかないかにかかわらず，職業人

として守らなければならない基本的事項であるといえる。

鰯卒業者

塵麺健常者》
蝿
鞭
禰

仕事をしっかりやる

よくﾈ畷・報告する

仕事以外でもつき合う

無遅刻・無欠勤

熱心な研究活動

リーダ_てき存在

視覚障害に対する理麗

Figl2上司とうまくいっている理由

もほぼ同様の傾向を示している。

次に，上司との人間関係において視力障害の程度が何

らかの影響を及ぼしているのか否かをみると，ＦＩＧ１１．

のような結果であった。これからみると，０．１未満

の低視力の者ほど職場で仕事を円滑に進めていくために

上司との人間関係を大切にしていることを示すものとなっ

ている。

では，上司との人間関係をうまく保っていくためには，

どのようなことに気をつけているのであろうか。この点

についての回答結果を示したものがFIG１２．である。

卒業者，健常者共に，「仕事をしっかりやっている｣，

「相談，報告をする」をあげている者が群を抜いて多い。

このように，上司とのよい人間関係を保つためには，自

分に与えられた仕事を責任をもって行うことであり，次

に，よく相談したり，報告することによるお互いのコミュ

ニケーションを大切にすることを示すものである。また，

ここで注目しておきたいことは，「視覚障害に対する上

司の理解がある」ことを卒業者の２割の者があげている

ことである。視覚障害者は多少のハンデキャップはある

が，それに対する周囲の者や上司の理解があれば，視覚

障害を克服して仕事を円滑に行うことは，決して困難で

はないといえる。しかし，その理解を促すためには，視

覚障害者自身の積極的な努力が何よりも必要であること

を示すものであると思われる。

４．まとめ

視覚障害者は，とかく人間関係を積極的に構築してい

くのが苦手であるといわれるが，実情は視覚障害者も健

常者も差はみられなかった。

同僚との人間関係では，卒業者，健常者共に８割から

９割の者が相談相手をもっており，主な相談内容として

は，日々の業務の進め方，研究・研修の進め方，患者や

同僚との人間関係，視覚障害を補うための援助等であっ

た。また，卒業者の中の1割５分の者は仕事上の相談が

できる同僚がいないと回答しているが，これらの者は，

理学療法士が1人の職場に属している場合が多いように

思われる。また，視覚障害に関して理解がないので相談

できないと回答した者はいないこと等から，相談相手の

有無は，視覚障害とは直接関係ないといえる。しかし，

仕事上の相談ができる同僚がいない者がいることは，そ

れらの者に対する学術的な援助が求められ，その対応と

しては，教育機関や職域団体にその使命があるものと思

われる。

上司との人間関係では，チームを組んで仕事を行う上

で大切なことはいうまでもないが，上司の信頼が，仕事
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であり，視覚障害者として要求されることは，まず，社

会的な行動がとれるような人間形成が重要であるといえ

る。

への励みにもなることから，卒業者，健常者共に，８割

の者はその人間関係においてうまくいっていると感じて

いる。特に，卒業者の中で０．１未満の低視力の者の方

が人間関係がうまくいっていると感じている者が多い。

このことは低視力の者ほど人間関係の構築を大事にして

いることを示すものである。特に，視覚障害者が人間関

係がうまくいっていると感じている理由の中で，「視覚

障害者に対する上司の理解」を約２割の者があげている

点は注目しなければならない。

また，同僚や上司との人間関係をうまく保つ条件は，

卒業者，健常者共に，職業人として守るべき基本的事項
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